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。
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デ
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触
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。
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江戸時代より続く4 本弦の薩摩琵琶奏者・後藤幸浩と、
昭和の改良型 5 本弦の薩摩琵琶奏者・水島結子による男
女異流派、異色の薩摩琵琶デュオ。

超絶技巧による激しい奏法に乗せて、古典から新作、
カバー曲に至るまで、多彩な音楽性で歌い、語る。

琵琶が持つ「さわり」という“倍音・雑音発生装置”から
発する音色をこよなく愛し、社会と向き合いつつ日々魂を
削る、異端な現代の“琵琶法師”。

後藤幸浩は、高校時代にギタリストを目指したが、黒人

ブルース・ミュージシャンの教えを契機に薩摩琵琶に転向。
水島結子は、現代社会における琵琶の衰退と、隣国韓

国における伝統文化受容のあり方に接して一念発起、早
稲田大学在学中にソウル大学国楽科（伝統芸能科）に学部
生では初の交換留学生となる。

現在、琵琶デュオとして学習院大学の非常勤講師も勤
めている。2017 年 2 月にはニュー・アルバム『二人囃子』
をリリースし音楽専門誌で好評を得る。水島結子のバンド
版アルバム『BIWA AND LIPS』もリリース。

◆琵琶デュオ プロフィール


